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慶一郎支部長

皆様には、日頃より青年部の諸活動にご理解とご協

力を賜り改めて厚く御礼申し上げます。

高岡青年部の部長を仰せつかり、早いもので2年が経

ち、おかげさまで予定の全ての行事を無事に終えるこ

とが出来ました。この2年間は、親先生方をはじめ、会

員の皆様の支えにより、大変充実 した「幸せな時」を

過ごさせていただくことが出来ました。

任期が始まって早々に「前田利長公四百年大遠忌法要

奉賛茶会」では、鵬雲斎大宗匠をお迎えして、薄茶席を学茶の先生方

の支えの中、学生さん達と担当させていただき、本当に光栄な経験を

させていただきました。そして、各年に1回、会員全員の協力のお陰

をもちまして、高岡青年部主催の茶会を盛況に開催することが出来ま

した。委員会行事は、5つの委員会を設け、各委員長さんの熱意のも

と、どの行事も会員の皆様の笑顔が絶えない「楽しい行事」を行つて

いただきました。

来期は、高岡青年部創立50周年を迎えます。この有意義な2年間の

経験を活かし、さらに茶道に精進 し、楽しい青年部を盛り上げるた

め、橋本新部長を微力ながらも支えていこうと思います。

最後になりますが、親先生方、諸先輩におかれましては、今後共相

変わらずご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

(寺島 正浩 )

26年度開催行事

<高岡>

6/8   水無月茶会

7/6   灰形研修 (枯梗 )

7/27  金沢研修 (向 日葵 )

9/7   陶芸教室 (瑠璃 )

10/5  香道体験 (桜 )

11/8.9  懐石研修 (若葉 )

11/30  結びの会

<総本部・プロック>
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第6期研修チーム 瀧本周子さん・佐野起子さん・寺島隆浩さんが参加されました。

研修チームの参加を通して、数々の貴重な体験ができ、茶道の

奥深さを実感することができました。また充実した研修によつ

て、日々の稽古においても学ぶ楽しさを味わえました。これもひ

とえに皆様方の御協力によるものであり、心より感謝申し上げま

す。                   (瀧 本 周子 )(瀧本 周子 )

研修内容 (全 7回/2年 )

①3分間スピーチ・巻紙②正午の茶事・茶花散策ハイキング

③陶芸④懐石講習⑤宗家研修⑥和菓子作り・茶道具講習

⑦修了式・茶事
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青年部会員の和を図ろうと、昨年より懐石をテーマに取り上げ事業を
展開してきました。和を形成するだけでなく、そこに学びや楽しみを盛

り込んで事業を行ないました。「若葉委員会事業=懐石」という方程式
を作ることで、会員には事業主旨が分かりやすく、両事業とも

多くの参加者を募ることができたと考えます。今回の研修旅行

では懐石のみならず、普段体験することができない学びを得る
ことができ、また堺青年部との交流を通じ青年部同士の和を形

成することもできたと考えます。

皆様方には2年間に渡り、若葉委員会へのご

指導ご協力を頂きましたことを心より感謝申

たいへん美味しいお粥でした。

昨年はおとぎの森の椅子席、今年は和

室で正座と趣向を変えることで2年連続

でお越しいただいた方には異なる茶会

のあり方を楽しんでいただけたのではないかと思います。

6月 8日 (日 )関野神社で「水無月茶会」を行いま

した。待合で神社ゆかりの巫女さんによる浦安の

舞を、粥席では伊勢神宮の朔日粥を、薄茶席では

関野神社ゆかりのお道具で、約400名のお客様をお

(水島 亜弥子 )

今年も楽しい行事がたくさんありました。

よく学び、よく食べ、よく遊んだ1年でした。

し上げます。 (森 進吾 )

迎えしました。

鶴
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借 りして、午前中は灰の見方や考え方、炉灰の話、風炉の灰形につ

いての講義があり、午後から、実際に灰形を行い志した。私は先生

に道具―式お借りしたのですが、先生がお持ちになられた灰はしつ

とりとして柔らかく、灰匙でさわっても、灰の感覚がないくらいで
した。灰も、灰匙も質の良いものを使用して、毎日少しでもいいか

ら灰に触つて練習すると良いとのことでした。まずは灰に慣れ、練習を積み重ねて、
当日の朝、速やかに生きた灰形を作れるようになるのが参加者の目標になつたのでは
と思います。 (横井 布由子 )

桜委員会では、千利休も学んでおられたという志野流香道の体験を企画。

磯神社の本殿にてお香とお茶のお供えを執り行い、ご祈祷で身を浄めた後、
広間で35名 の参加者と三種香、菊合香、2種の組香のお席を楽し ,

山本茂先生の

熱心なご指導

有

大

みました。  (佐 野 起子 )

志野流香道師範・佐賀たえこ先生

越中瀬戸焼千寿窯吉野香岳工房にて陶芸教室を開催 しました。手びね

も皆さん個性豊な作品に仕上が

りました。  (森 口 仁美)
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平成26年 7月 27日 (日 )、 雨上がりの金沢を訪れました。
宮崎寒雉先生宅では実際に工房を見学後、お話を伺いました。寒雉先
生より道具についての説明をいただき、おいしいお茶をご馳走になり
ました。

大樋美術館では大樋年雄先生より歴代の作品について解説後、お茶を
いただきました。実際の作品を間近で鑑賞させていただき、今後の学
びに生かせるお話をたくさん伺いました。
昼食会場には北陸信越ブロック長の加納聡子さんが同席くださり、親
睦を深める良い機会となりました。        (橋 場 真梨 )

本殿で祈祷を受ける

i  りでの作業に悪戦苦闘 しなが ら

吉野さんから手順を説明していただきま

みんな真剣です !

:大樋年雄先生、宮崎寒雉先生と一緒に

記念撮影
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結びの会 身♂
た
中西
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條中山

11月 30日 (日 )いこいの村「磯波風」において卒業茶会「結びの会」を開催させていただきました。

今年は5名の先輩が卒業を迎えられました。

匁 眸         弄

前日まで悪天候続きで心配でしたが、この日は気持

ちのいい快晴となりました。茶会は簡単な茶事形式で

行い、委員会行事として越中瀬

戸焼千寿窯で作らせていただい

た菓子器、茶碗を使いお茶を差

し上げました。先輩方との思い

出に感極まって涙する場面もあ

り、お茶を通じて人との繋がり

を大切にしていきたいと思いま

した。 (酒井 奈美)
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平は27罐議難之 蝙浚炒

響諄畢:

いつもひとかたならぬご厚情にあずかり、感謝申

しあげます。

このたび、僣越ではございますが部長を務めさせ

ていただくことになりました。

長い歩みのなかで諸先輩方が育んでこられた伝統
の重みを考えますと、その重責に身の引き締まる思

いです。また、前任者である寺島部長の会員それぞ

れを思いやる気持ちや卓越した器量には尊敬の念に

堪えません。

なにぶん力不足ではございますが、諸先輩の皆さ

まが築いてこられた伝統を受け継ぎ、かつ次に繋ぐ

担い手として努力していく所存でございます。

今年度は高岡青年部のテーマを「愛でよう 日本
の美の世界」と掲げさせていただきました。茶道を

嗜むようになり、自然と日本的な美にも興味を持つ

ようになりましたが、日本の伝統文化に触れると自

ずと茶の湯にたどり着いていきます。改めて、日本
の美の世界の真ん中に茶道があることを感じていま

す。いろんな角度から茶道の良さを再認識していき

たいと思つております。

最後になりましたが、今後ともこれまで同様ご教

示いただけますようお願い申し上げます。

部長

冨1部長

総括幹事

幹事

会計

委員長

橋本 美紀

森口 仁美

森 進吾

畠山 法子

佐野 起子

寺島 正浩

前田 睦子 ・犀藤 香織

橋場 真梨 ・横井 布由子

六平 理恵子

木津 美作絵 ・水島 亜弥子

中井 由香理 (柊委員会 )

中 正子   (藤委員会 )

内林 瑠美  (楓委員会 )

谷内 和子 (支部)・ 中島 智恵子

優心なごみ棚でのお点前

儡幌秋枡輻諫鰊鱚瘍魃褥
予定行事

●大寄せ茶会●結びの会

●古串紗作り●和菓子作り

●研修旅行 (予定)

(橋本 美紀 )


